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第 2回

盤洲干潟とサッポロビールエ場見学を終えて

8月 27日 (金)9時 、小雨の中を会員 42名

を乗せたバスは、予定 どお りJR千葉駅前 を出発

したが、会員の `環境保全'の 熱意のためか暑

すぎない穏やかな天候 となった。和気あいあい

の自己紹介をしつつ煙突が林立する京葉工業地

を右にみて、 10時 に第 1の 目的地、木更津市の

小櫃川河口干潟に着いた。この盤洲干潟は現在

の東京湾では最大 (約760 ha)の干潟であるが、

アクアラインのために潮流が変わった り、ホテ

ルの建設予定で環境悪化が′亡ヽ酉己されている。藤

平 量郎先生の優

しいご説明で約 2

時間、二枚貝、巻

き貝や甲殻類を手

に取ったり、長靴

の底で干潟を感 じ

たりしてこの盤洲

干潟の保全を切に

祈った。

谷津干潟野鳥観

察センターに一寸
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私たち日本人は、明治以降、西欧社会に追いつけ

追い越せ と走 り続けてきました。そして生活を便利

にする商品を作って外貨を稼ぎ、また自ら

も買い求め、物にあふれる生活をす

るようになりました。しかし、バ

ブル経済がはじけてから、ようや

く経済優先、物質優先の生活など

を見直すようになりました。どうも

私たちは、「自分」「自社」「自国」中心に

生活し過ぎたのではないかと。

特に地球温暖化などの地球規模の環境問題は私た
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事業部スタッフ 石 家 駿 治

立ち寄 り、 15時 過ぎに第 2の 目的地、サッポロ

ビール船橋工場に着いた。大ビン (633 nla)換

算で 1日約 200万本のビールが殆 どコンピュー

ターシステムで管理 されている工程を見学後、

井上副部長さんから 『ゼロエミッション』(廃棄

物ゼロ)の ご苦労をお聞きし、「これには相当お

金がかかるが しなければいけない…」の言葉が

まことに印象的であった。また、現在環境ISO

(IS0 14001)認証に取 り組んでいるとのことで

あった。

最後に、美味し

いビールで疲れを

落としシャトルバ

スで帰った。非常

に有意義なッアー

を感謝 します。
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ちの生活視点を 「自分」から 「地球」へと変えてく

れました。環境破壊は人類の存続そのものの問題に

なるからです。しかし、もしかしたら主語

の 「自分」を 「人類」に変えただけ

なのかも知れません。

地球環境問題を考えるとき、主

語は 「人類Jで はなく 「地球上の

生物」ではないでしょうか。その意

味で、環境学習の根っこは他の人や他の国

への思いやりだけでなく、あらゆる生物への思いや

りではないでしょうか。

環境学習①
根 oこ き考える

千葉県環境部環境調整課 主査
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第2回 「エコツアー」を終えて

身近に展開される環境問題を、「まず、知ろう」「より客観的に理解 しようJと の意図のもとに、昨年の

「三島 ・柿田川エコツアーJに 引き続き、今年は、東京湾に残る唯一の自然千潟と言われる小櫃川河日の盤

洲干潟、ラムサール条約に指定登録された谷津干潟野鳥観察センター、ゼロエミッションに取 り組むサッ

ポロビール船橋工場等を、総勢 42名 で見学 してきました。残念ながら谷津干潟野′鳥観察センターでの滞

在時間は、30分にも満たないものとなりましたので、盤洲干潟とサッポロビール船橋工場のご報告を致し

ます。

盤洲千潟―を辮 |して

エコみらい千葉 小野 朗

8月 27日 の

エ コツアー に

参加 し、最初

に盤洲干潟 を

琳 観 察 した。藤

型
言言 i焉繁 曇落

唯一 の 自然 の

干潟であ り、広さも1400ヘクタ

ールで、砂地の干潟 としては日

本一 とのことです。このような

干潟が現在残 っていたことにま

ず驚 く。

さて、いざ干潟 を歩いてみる

と、そこには多様な生物が多数

生虐、していて正 に生 きている干

潟であることに気付いた。最近

この地に某ホテルが進出すると

聞き、果た してこの大切な干潟

を維持出来るのか、大変気 にな

るところであ ります。

聞 くところによると、 ヨーロ

ッパでは干潟を、元の状態 に埋

め戻 している と聞いてい ます。

それでも、いちど破壊 されると、

なかなか元の状態には戻 らない

とのことです。その点、 日本は

遅れていると感 じます。

干潟を観察 していて生 きもの

達は絶叫 しているように感 じた。

「このまま開発をすすめ汚染を繰

り返す と、我々は先に死 に絶え

るが、つ ぎは君達の番であるこ

とを忘れるなJと !

〈盤洲千潟〉

広報部 山口 由富子

案内役 としてお願い した藤平量

郎氏 (元高校生物科教諭)の 第一

声は、自然界における干潟の役割

と盤洲干潟そのものの在 りようで

した。泥の干潟は諌早が、砂の干

潟ではこの盤洲千潟が 日本一の規

模であ り、日本の原風景 とも言え

る前浜 (潮の干満により出現する

干潟部分)と 後浜 (河口に関わる

アシ原部分)か ら成 り立つ干潟 と

しても、極めて貴重な存在である

という。

後浜では、川が運んできた植物

片やゴミなどを密生 したアシ原が

捕 らえ、その有機物は微生物が分

解 してアシ原の栄養源 とし、また、

カニたちが食べることにより水質

浄化に役立ち、前浜では、泥 と共

に堆積 した有機物を、カニや貝類、

ゴカイなどが食べ、そのカニたち

を鳥たちが食べることにより取 り

去って くれる。その小 さな生 き物

たちの営みが、私たち人間の生命

の存続を約 してくれているという。

しか し、その干潟脇 に、大浴場

を備えた 11階

建 ホ テルが建

設 され、毎 日

500ト ンの温

水 (24～ 25

度 )が りF刻くさ

れるとのこと。

生 態系 へ の影

響 が懸念 され

ます。

サ,|ポロ
ー
|ビ|■ル見学

広幸賠Б 柏木 靖子

古代エジプ トのピラミッドを造

った人達 も、猛暑の中ビールが無

ければ、完成に至 らなかっただろ

うと、永い歴史を知 りました。

工場内見学は、出荷 までコンピ

ユーターで集中管理 し、ベル トコ

ンベアー ・搬送 ロボ ッ トが主力。

従業員も数人を目にしただけです。

産業の生産工程から排出される

廃棄物 を完全再利用する、ゼロエ

ミッシ ョンについて述べ る。麦

根 ・浮麦 ・三番麦→飼料。仕込粕
→肥料 ・飼料 ・製紙。酵母→食

品 ・調味料 ・飼料。珪藻土→土壌

改良剤 ・セメント原料 ・肥料。廃

棄 P画 →バ レット原料。木製廃棄

バ レット→チ ップ建材原料。汚泥
→肥料 ・ガス (研究中)。廃油→燃

料 ・再生油。焼却灰→セメン ト材

料。ビンは24回再利用、 8年 間使

用。缶→鉄やアル ミ缶の原料。紙

→段ボールの原料 ・再生紙。こう

して平成 9年 に再資源化 100%を

達成 した。また、熱併給発電 ・燃

料電池などの導入

で省エネにも努め

ている。

サッポロビール

のこれらの素晴 し

い取 り組みに栄え

あれ !乾杯 1本当

においしいビール

でした。
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第 1分科会

第 2分 科会

第 3分 科会

第 4分 科会

第 5分 科会

申込方法 :

問合せ先 :

アースレンジャー」Pコーディネイター

御宿町 永 島 輝 代

した。

自然観察、ゴミリサイク

ル、酸性雨調査、ケナフの

栽培など子 どもの興味をひ

くテーマを中心に、地道な

運動が評価 されうれ しく思

う。今後 とも子 どもらと共

に足元に地のついた学習活

動を継続 してゆきたい。

連絡先 :

夷隅郡御宿町浜 285

TEL・ FAX

0470-68-3529

挙  「
:エコメッセちば1999」 へ参カロを

↓             代表横山清美
′

:｀

1勇i膨:写郡爾‖混〕
↓ ッセ会場になります。
T   「エコメッセ」は、様々な分野の人が環境保全ヘ

l li[:il[:if:riF『Fii[Lttλ馨
)|(  前回まで大 きな柱 となっていたソーラーカーラリ

x 
―の参加が無 くなったため、駅前 という便利な場所

)|( になりました。柱 を求めて大 きな舞台をつ くろうと

Y みなさん燃えています。ご期待 ください。

↓    「環境パー トナーシップちば」では、会員の皆様

T にはすでにお知らせをしているとお り環境保全活動

↓  
の紹介コーナー運営の担当を申し出ました。展示委

T霞 島曾でき[ザ 還薫瞑嬬Lゞず乱キ賢 ]で ま |∬

動

)|(  保全活動から、皆様が訴えたいこと、気づいて欲

X しいことが溢れてくるような展示をお待ちしていま
)|( す。すべてρ活動は、知ること。気づくことから始
Y まると信 じています。

↓   昨年好評でした 『エコチェック』 2代 目やこども

T 版もつ くりみなさんをお待ちしています。

↓   
こんな 『エコチェック』なら地域でもやってみた

T Tふ号憲[[ξF。
パ`ネルもお貸しします。お声

コカコ‐ラ環境教育賞に輝 く

御宿町アースレンジャー

JPの活動は、 1993年 11月

にスター ト母体であるリサ

イクルグループ 「か もめ」

の活動が進むなかで、当町

の小学校 に於ける牛乳パ ッ

ク回収の対応 により、 リサ

イクル活動にガンバル子 ど

も達に何かメリットを(環

境教育は三つ子の魂か らの

積み重ねが大切ではと考え

「ぼ くら地球っ子セミナー」

として展開、推進 してきま

「環境シンポジウム千葉会議にこ参カロください !」

実行委員長 山口 由富子

「環境シンポジウム千葉会議」は、市民と企業と

行政が手をつなぎ、環境学習と環境保全活動を推進

する事を目的とし、今年で5年 目となります。

このシンポジウムは、今回の基調講演を担当して

くださる小川かほる氏の強い呼びかけに始まり、日

本財団補助事業としては最後の年となりました:

一瞬にして破壊される自然環境。それを保全し支

える力は、「持続」以外の何ものでもありません。

今ここに、構築された三者のパートナーシップを

継続し、21世紀に向けての活動を推進するためにも、

ひとりでも多くの方々のご参加を、こころからお待

ち申し上げております。

日  時 :平成 11年 10月 17日 (日)

午前 10時～午後4時 半

場  所 :シャープ幕張ビル

基調講演 :小川かほる氏

「持続可能な社会は市民社会 !?」

1温暖化防止―できるか車との共存

三者で創る資源循環型社会

グリーンコンシューマーで暮らしを変

えよう

楽しく学ぶ環境学習パートⅡ

持続可能な社会をめざして

リーフレッ トのハガキを送付

千葉県環境財団内 事務局

電話  043-246-2180
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■■口■■■ 0● 0● 00
イベン ト名 日時●場所 テ|■マ 船 ●先|(■:L) その他

真間山観察散歩 10/2(土 )

13:30集 合

市川市手古奈霊堂

真間山周辺の斜面林や都市の中

の季節の移 り変わりなどを観察

する    案内 :高野史郎

TEL・ FAX

047375-2987(平 松 )

参加費 :200円

小雨実施

申し込み不要
草木染めを楽しむ会 10/3(日 )

10/31(日 )

10 : 00- 16 :

市川市女性セン

00

タ ー

自分の染めたい物を染める自由

染めの講座

江戸川環境 ネ ッ トワ

ーク

TEL・FAX

047-375-2987(平松)

参加費 :1,000円

材料費実費

森のボランティア 10/5(火 )

16(土 )

9 : 00～ 12 : 00

丸山市民の森

秋の花特にハギの花が美しい。

来春の野の花の準備。

丸山サンクチュアリ

047438-4041(井筒)

雨翌週

自然観察会

法典風致地区散策

10/8(金 )

9:00集 合

藤原市民の森

市川柏井の雑木林キャンプ場で

昼食

丸山サ ンクチュアリ

047-4389568(図司)

雨天中止

昼食持参

自然を感 じるネイチ

ャーゲーム自然教室

10/9(土 )
～ 10(日 )

13 : 30`裏イト

1大房岬少年自然の家」宿泊

参加費 (大人4,000円 、

子供 3,000円 )

千葉県 ネイチ ャーゲ
ーム協会

0471-693154(土谷)

定員 :親子 50名

締切 :10/1(金 )

子供だけの参加可能
全国一斉自然と親 し

むネイチャーダーム

大会

10/11(祝 )

10 : 00～

国分寺台中央公園

参加費 (大人 400円 、子供 300

円)要 問い合わせ

043666-5465(平 山) 定員 :小学生以上

50ノヘ、

森のボランティア 10/12(火 )

27(水 )

9 : 00- 12 : 00

藤原市民の森

秋の花特にハギの花が美 しい。

来春の野の花の準備

丸山サンクチュアリ

047-439-8361(大西)

雨翌 日

企業環境セ ミナー 10/22(金 )

13 : 00～

シヤープ幕張ビル

環境カウンセラー千葉県協議会
の 「エコメッセちば」賛同行事
審査登録事例3社の紹介。

047-487-4416(イ 手「尋) 定員 :150名

資料代 :1,000円

エコ・ウォーキング

東京紀行④

10/24(日 )

10:00集 合

東横線都立大学駅改

本L口

品川用水の歴史を訪ね、呑川

九品仏川を歩 く。昼食持参

案内 :平松 南

江戸川環境 ネ ッ トワ

ーク

TEL・FAX

047375-2987(平 松)

参加費 :1,000円

定員 :30名

小雨実施

自然観察会in水元公

園

10/30(土 )

9:00集 合

京成線金町駅改札口

精神障害者のための自然観察会、
ピクニックランチ付 き。

同 上 参加費 :300円 (昼

食代)

小雨実施
トークと音楽の集い 10/31(日 )

14 : 00～

柏市スタジオ ・ゥー

野田のタウン誌 「とも」の20

周年記念行事

TEL・ FAX

0471-58-3004(〒争ント)

参加費 :2,000円

森のボランティア H/2(火 )

20(土 )

丸山市民の森

カブトムシの牧場つ くり

鳥の巣箱の掃除と修理

丸山サンクチュアリ

047438-4041(井筒)

雨翌週

大江戸歴史散歩 11/7(日 )

9 : 00樹きイン

JR両国駅

本所吉良邸から、泉楽寺まで忠

臣蔵の舞台を歩 く

TEL・FAX

0471-58-3004(〒 宇ブヽ)

資料 :300円

交通費、昼食代は自

己負担
森のボランティア 11/9(火 )

24(水 )

藤原市民の森

ハギの剪定、草刈 り、施肥、樹

剪定

丸山サンクチュアリ

047-439-8361(ブヽ 2ヨ)

雨翌 日

ケナフまるごと徹底

活用を考える会

11/23(祝 )

さわやかちば県民プ

ラザ

自分で栽培 したケナフでパルプ

を作 りたい方は事前に連絡を。

エ コフレン ド

FAX

0474383880(平 田)

「プラザ祭 り」の一

環

自然観察会

皇居北の丸公園と東

御苑

11/30(火 )

8:30集 合

東武線馬込沢駅

100羽 のオシ ドリ、沢山のキ

ンクロハジロ。双眼鏡持参

丸山サンクチュアリ

047438-2695(筒井)

雨天中止

昼食持参
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「Enjoy手賀沼 !」

社団法人 我孫子青年会議所 理事長 」ヽ田原 誠

私ども(社)我孫子青年会議所は、創立以来、手賀

沼の浄化に向けての市民への啓発を活動の中心 とし

てまいりました。

私達は、「手賀沼」は郷土の財産であり、未来の子

どもたちに残すべき大切なものと認識 してお ります。

しかしながらその手賀沼は、 24年間湖沼汚染度全国

ワース ト1を記録 しているのが現状であ り、そして

その汚濁の一番の原因は一般家庭からの生活雑排水

の流入であ り、それを改善 していかなくては水質の

浄化はままならないと考えました。

本年で4回 目を数える 「E■oy手賀沼 !Jも 、こう

した一般の市民を対象にして 「来て、見て、さわっ

て」を合い言葉に、参加者が実際に水 と遊び、水辺

で憩い、水辺で生 きる生物を知る事を体験 してもい

いながら水環境を考えてもらう、そんな環境啓発イ

ベントとして実施 してきました。

本年も5月 に、地域の環境保護団体など9グ ルー

プとの連携のもと、参加団体による 「E可oy手賀沼 !

実行委員会」の主催 とし、約 2,000人の市民 と共に

楽しい 1日 を過ごすことが出来ました。

連絡先 :〒 2701152 我孫子市寿 1-13-27

我孫子市商工会館内

TEL 0471-82-3131

FAX 0471-82-4102

～中学生の仲間も参加 しました～

ごみゼロの社会をめざす会代表  深尾 秀次

当会は 12人の小さな組織です。日常はグリーンの

ジャンパーを着用 し、居住する地域のゴミ拾いをし

ています。こうした私たちの活動が、公共地へのポ

イ捨て減少に結びつ くことを願い、地味な活動を継

続 しながら、年に一度はエコメッセのイベントにも

参加 しています。

先 日、千葉市立朝 口ヶ丘中学校 3年 の生徒、秋

山 ・上山 ・谷口さんから、「学校の図書館にあった千

葉県環境財団発行のダイレクトリーを見たのですが、

理科 (2学 期の自由課題)教 育の一環 として、環境

ボランティアをしたい。」 との連絡が入 りました。早

速電話で何回か打ち合わせ してから、北部図書館で

知識の確認をしたのですが、彼 らの学習と意識の高

さには驚かされました。

そのあとでJR稲毛駅周辺でのゴミ拾いの実践をし

ましたが、その感想は、収集 したタバコ ・缶 ・ペッ

トボ トル類の余 りの多さに 「私たちは、意識 もなく

ポイ捨てをしていたんだ。Jと の反省 しきりでした。

「今後も2回 くらいは続けたい。」「もうポイ捨ては絶

対 しません。Jと の申し出に、僅かな参加でも、少し

ずつ輪が広がって行 く手応えを感 じ、活動に弾みを

つける私たちです。

連絡先 :〒 2630001

千葉市稲毛区長沼原 317-1-4-505

TEL&FAX  043-256-8309
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第 5回 を迎える環境シンポジウム

が、次のように開かれます。

日  時  1999年 10月 17日(日)

10日寺

シャープ幕張 ビル

持続可能な社会のために

講師 小川 かほる

地球温暖化・リサイクル・グ

リーンコンシューマー ・

環境学習 ・持続可能な社会

(環境パートナーシップちば〉
入会申込書 (該当するところを○で囲んで下さい)

10月 23・ 24日JR海浜幕張駅周

辺で行われる 「エコメッセちば」は、

環境見本市として発足 したもので、

各団体 ・企業 ・行政の環境活動紹介

や、各々が活動として関わっている

各地の物産即売も好評です。

いずれのイベントにも 「環境パー

トナーシップちば」は、後援あるい

は協賛として参加しています。
(詳細はイベント案内裏を参照)

― 編 集 後 記

日本 1汚 い手賀沼に、カナダガン3羽 が

飛来したとのこと。ワシントン条約で輸出

入が禁止されている北米の保護鳥。のどか

ら目の後ろへの白い帯が特徴で、体長 lm

ほど。米映画 「グース」の主人公でもある。

是非とも定住 して、チビッコの人気者に、

そして大人の心をも癒 して欲 しいものです

ね。

会員から受賞のうれしいニュースをご連

絡いただき、前号に続いて紙面でご紹介で

きました。投稿をお待ちしています。

連絡先 :縣 和子

TEL・FAX 047-364-3950

会だ■
会  場

基調講演

分 科 会

会の趣旨に賛同し(個人、団体、賛助会員として)
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会費を添えて入会 します

氏 名

住 所

T E L F A X

申 込 み 先 TEL 043-246-2180  FAX 043-246-6969

年 会 費 個人 1,000円  団体 2,000円  賛助会員 5,000円

会費納入先 郵便振替口座 00160-9-401872 環境パートナーシップちば

「環境パートナーシップちば」だよりは、再生紙を使用しています。




